
 

  

  

   

 

 

 

 

 

新潟 RC 11 月第 2 例会 (2011.11.8) №2920 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

 

(2) 佐藤 紳一会長挨拶 

 新潟クラブで話をお願いしたこともある夏目漱石の孫、松

岡陽子（本名まつおかようこマクレイン）さんが１１月３日オ

レゴン州の自宅でお亡くなりになりました。父親は長岡市

出身の作家、母親は漱石の長女で「吾輩は猫である」に登

場する女児のモデルともいわれています。ご冥福をお祈り

します。 

 さて秋も深まってきましたが、「蔦のからまるチャペル」と

歌の文句にもありますが、日本歯科大の蔦は見事にからま

っています。角田山、弥彦山あたりの里山では、空の青と

紅葉の色合いのバランスがよく秋を感じさせてくれる景色

です。 

年次総会開催告示を掲示致しました。 

年次総会期日 平成２３年１２月６日（火曜日第１例会） 

新潟ロータリークラブ細則第１条第２節により次々年度会長

並びに次年度理事会メンバーの承認 

１２月第１例会の午後１時ころより「年次総会」、１時３０分に

は終了する予定です。 

メンバーの皆さんの出席をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度理事会は下記の１３名で構成されます。 

役 員 次年度会長 

役 員 次々年度会長（次年度会長エレクト） 

役 員 次年度副会長（クラブ奉仕Ａ委員長） 

役 員  〃 幹 事 

役 員  〃 会 計 

役 員  〃 Ｓ.A .A. 

役 員  〃 直前会長 

理 事  〃 クラブ奉仕Ｂ大委員長 

理 事  〃 職業奉仕大委員長 

理 事  〃 社会奉仕大委員長 

理 事  〃 国際奉仕大委員長 

理 事  〃 新世代奉仕大委員長 

理 事  〃 副幹事 

 

 

 

 

2011～2012 年度 
国際ロータリー会長 

カルヤン・バネルジー 

2011～2012 年度
新潟ロータリー会長 

佐 藤 紳 一 

 
心の中をみつめよう 

   博愛を広げるために 

2011～12 年度 国際ロータリーのテーマ  



(3) 新会員の紹介 

 

 

 

 

皆様はじめまして。農林中央金庫新潟推進室の望月大輔

でございます。 

  この度，伝統ある新潟ロータリークラブに入会させていた

だくこととなりました。 

  出身は三重県，平成５年に農林中央金庫に入庫いたし

まして，本店以外では前橋事務所，宮崎支店での勤務を

経て，この１０月に新潟推進室長として着任いたしました。

初めての新潟県での勤務となります。 

  まだまだ若輩者であり，ロータリー活動も初めての経験

でありますことから，今後皆様からのご指導，ご鞭撻を賜り

ながら，新潟の発展に少しでもお役に立てればと存じてお

ります。  よろしくお願い申し上げます。 

 

 

(4) 幹事報告（高橋 秀松幹事） 

・例会終了後 新会員オリエンテーションを４階｢雪椿

の間｣で開催します。 

・被災地クラブ（浪江RC、会津若松RC）よりお礼状を

頂きましたので、各テーブルにコピーを配布しました。 

・会津若松ロータリークラブ （会長 野澤 幸弘） 

このたびは、ひとかたならぬご支援・お見舞い金を、

早速お振込み下さり深く感謝申し上げます。新潟RC様

よりのお見舞金と当クラブ・他の義援金をお気持ちに

添った形で有効に活用出来ます様、クラブで話し合い

致すところでございます。この件につきましては、後

日報告申し上げます。新潟に参ります機会も多くござ

いますので、その折には是非MUさせていただき改めて、

御礼申し上げたいと存じます。新潟RC様の一層のご健

勝をお祈り申し上げます。 

・浪江ロータリークラブ（会長 伊藤 公明） 

この度の東日本大震災及び原子力発電所の事故に際し

ましては、温情あふれるお心遣いのお申し出、誠にあり

がたく衷心よりお礼申し上げます。御承知のとおり今回

の災害では当地に甚大な被害をもたらし、また原子力発

電所の事故により、浪江ロータリークラブのテリトリー

は全て避難命令が出されており、今もって全員が戻れな

い状態であります。まだまだ先が見えない状態で、皆さ

まにはご心配をおかけしておりますが、クラブの目標の

ひとつであります地域の子どもたちへの支援活動を視

野に入れ頑張っていく所存であります。今回の震災では、

当クラブのテリトリーで親を失った１８歳以下の子ど

もが１５名おり、まずはその子ども達への支援をと考え

ており、さっそく頂いた義援金を活用させていただきま

す。貴クラブからのご厚情と励ましのお言葉に心から感

謝しますとともに、今後ともご指導賜りますようによろ

しくお願いいたします。甚だ略儀ではございますが、取

り急ぎお礼申し上げます。 

(5) 卓話 

「色彩はコミュニケーションツールのひとつ！」  

ユニバーサルカラーインスティチュート  

代 表 高 松 智 子 氏 

 

 

 

 

１１月１５日の例会予定 

卓話と三味線演奏「三味線と生きる」 

三味線プレーヤー 小林 史佳氏 

農林中央金庫 新潟推進室室長 

望月 大輔 君 

プログラム委員 


